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Ⅰ　調査・研究の目的と方法等 

１　調査・研究の目的 

本調査・研究は、本町における児童生徒の学力･学習状況を把握、分析し、学習指導の

改善や学習意欲の向上に資する基礎資料を提示することを目的とする。 

 

２　調査・研究の方法 

（１）本町の小･中学校の調査結果について、「令和５年度 全国学力・学習状況調査 調査結

果のポイントについて ～北海道（公立）における調査結果～」（北海道教育委員会）を

参考に分析･考察した。 

（２）国語、算数・数学の設問別調査については「傾向」「正答率の高かった問題」「正答率

の低かった問題」「無回答率の高かった問題」「改善のポイント」を掲載した。また、質

問紙調査については、音更町教育推進の重点に沿い、授業改善や今後の指導等に資する

設問を抜粋、分析を行った。 

 

３　調査・研究の内容 

（１）全国学力・学習状況調査　調査結果の概要（音更町の傾向の把握） 

（２）全国学力・学習状況調査結果分析① 

全国を 100 として正答率が全国値と比べて「最も高かった問題」「最も低かった問題」 

（３）全国学力・学習状況調査結果分析② 

　　主に無回答率の数値が全国値と比べて、「特に高かった問題」 

（４）質問紙の分析 

①　家庭学習等の時間　　　　　　　　　　　　⑤　将来の夢や目標 

②　算数・数学の授業内容が分かるか　　　　　⑥　自尊感情 

③　課題解決に向けた主体的取組 　　 　 ⑦　いじめに対する認識 
④　話し合い活動による思考の深化　　　　　　⑧　家庭学習の計画性 

※平成 28 年度から経年比較が可能な設問を選択し直し、経年比較を行なっている。　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（５）調査日 

令和５年４月１８日（火） 

（６）調査を実施した児童生徒数 

　※　児童生徒数・質問紙の分析は、全国学力・学習状況調査報告書（文部科学省　国立教

育政策研究所）及び北海道版調査報告書（北海道教育委員会）を資料として引用した。

 全　　国 北海道 音更町

 小学校 ９６４，１７７人 　３５，６４５人 ３４２人

 中学校 　　　８９２，７３８人 　３４，２５６人 ４０２人



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ　学力調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



小学校 

※ 全国を 100 として比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

＜総評＞ 

　国語も算数も全国平均・全道平均を下回る結果になった。国語は全国比 93.8％、算数は全国比

88％である。 

＜学習指導要領の内容・問題形式＞ 

国語は、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」の全てが全国比 100％以下であり、特

に「思考力、判断力、表現力等」の「Ｂ 書くこと」が全国比 68.2％であった。問題形式別に見

ると、記述式での正答率が全国比 86.9％という結果となった。 

全国と比較して、最も低かった問題は「１二 図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる」問題で全国比 68.2％になった。 

全国比が最も高かった問題は「１三 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく

使うことができるかどうかをみる」問題のうち、「漢字を使って書き直す（きかん＝期間）」設問

であった。また、無回答率が最も高かった問題は「３二 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、

話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる」問題であっ

た。 

算数は、全領域・観点において全国平均を下回っている。その中で、一番低かったのは、「図

形」の領域「２（４）高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断

し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる」問題で全国比 54.8%であった。 

一方「２（２） 正方形の意味や性質を理解しているかどうかをみる」問題の全国比が最も高

く、また、「４（３）示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見い

だした違いを言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる」問題の無回答率が高かった。 

＜その他＞ 

　今年度も昨年度と同様に２教科とも全国平均を下回るとともに、昨年度以上に落ち込みが見ら

れる結果となった。しかし、算数では全 16 問のうち 13 問の無回答率が全国比を下回っており、

評価すべき点と言える。
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中学校 

※ 全国を 100 として比較 

 

 

<　総　評　>　 

　国語も数学も全国平均を若干下回る結果となった。国語は全国比 95.9％、数学は、全国

比 96.0％であった 

　国語は、「知識及び技能」における「⑴言葉の特徴や使い方に関する事項」は全国比

92.3％、「思考力，判断力，表現力等」においては、「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｃ読むこ

と」は全国比 97％台にとどまったが、「Ｂ書くこと」は、全国比 94.5％と全国値を大きく

下回る結果となった。正答率が最も高かったのは、「２一 事象や行為、心情を表す語句に

ついて理解しているかどうかをみる」問題、最も低かったのは、「３二 文脈に即して漢字

を正しく書くことができるかどうかをみる」問題で全国比 71.9％であった。また、無回答

率が高かったのは、「４三 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考

えることができるかどうかをみる」問題で全国比 111.6％であった。 

数学は、「１自然数の意味を理解しているかどうかをみる」問題については全国比 128％

で大きく上回っている。また、「２ 数と数式の乗法の計算ができるかどうかをみる」問題で

も全国比 101％でわずかながら上回っている。 

　「６（３）結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って考え、成り

立つ事柄を見いだし、説明することができるかどうかをみる」問題では全国比 83.4％、「４

反比例の意味を理解しているかどうかをみる」問題では全国比 85.5%で大きく下回ってい

る。 

無回答率が最も高かったのは、「９（１）ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明

することができるかどうかをみる」問題であった。
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小学校国語 

○ 正答率の全国比が最も高かった問題（全国を 100 としてみたとき） 

 
 
 
 
 

問題１　三（１）ウ  正答率全国比 99.3％（音更町正答率 72.1％・全国正答率 72.6％） 
「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうか 
をみる」問題



小学校国語 

● 正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100 としてみたとき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次ページに続く  
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題１二 正答率全国比 68.2％（音更町正答率 18.2％・全国正答率 26.7％） 
「図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること

ができるかどうかをみる」問題 



小学校算数 

○正答率の全国比が最も高かった問題（全国を 100 としてみたとき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問題２ (2) 　正答率全国比 98.9％（音更町正答率 86.3％・全国正答率 87.2％） 
「正方形の意味や性質について理解しているかどうかをみる」問題



小学校算数 

●正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100 としてみたとき） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題２（４） 正答率全国比 54.8％（音更町正答率 11.4％・全国正答率 20.8％） 
「高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、そ

の理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる」問題



中学校国語 

○正答率の全国比が最も高かった問題（全国を 100 としてみたとき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題  ２  一　正答率全国比 102.09％（音更正答率 93.0％、全国正答率 91.1％） 

「文脈に即して、事象や行為、心情を表す語句について理解しているかを問う」問題に

おいて、『落胆する』の意味として適するものを選択する設問
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中学校国語 

○正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100 としてみたとき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題  ３  二　正答率全国比 71.9％（音更正答率 31.6%・全国正答率 43.9％） 

文脈に即して、「おし量って」の漢字を正しく書くことができるかどうかをみる問題
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中学校数学 

 
〇正答率の全国比が最も高かった問題（全国を 100 としてみたとき）　 

 

１　下のアからオまでの数の中から自然数をすべて選びなさい。 
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問題１　正答率全国比 128%（音更正答率 59.0％・全国正答率 46.1％） 

「自然数の意味を理解しているかどうかをみる」問題



中学校数学 

●正答率の全国比が最も低かった問題（全国を 100 としてみたとき） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題６（３）正答率全国比 83.4％（音更正答率 34.1％・全国正答率 40.9％）　　 

「結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って考え、成り立つ事

柄を見いだし、説明することができるかどうかをみる」問題 

6  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ　学力調査結果の分析② 

 
 

主に無回答率が全国比 100 を上回り，無回答率の数値が特に高い問題 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



小学校国語 

●無回答率が全国比 100 を上回り、無回答率が特に高い問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次ページへ続く 



 
 
 
 
 
 

問題３二　無回答率　全国比 102％（音更町無回答率 14.7％・全国無回答率 14.3％） 

「目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えを 
　まとめることができるかどうかをみる」問題



小学校算数 

●無回答率が全国比 100 を上回り、無回答率が特に高い問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

問題４(３) 　無回答率全国比 105.8％（音更町無回答率 14.6％・全国無回答率 13.8％） 

「示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見いだした違い

を言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる」問題



中学校国語 

○無回答率が全国比 100 を上回り、無回答率が特に高い問題 

 

 

 

 

問題　 ４  三　無回答率　全国比 111.6％(音更町無回答率 23.1％　全国無回答率 20.7％　) 

「文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができるかどうか 

をみる」問題。
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中学校数学 

●無回答率が全国比 100 を上回り、無回答率が特に高い問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問題９（１）無回答率　全国比 104.9％（音更無回答率 25.9％・全国無回答率 24.7％）　 

　「ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる」

問題



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ　質問紙の分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の「教育行政執行方針」や音更町の重点課題解決

に直結する質問項目に絞った分析を行った。 
 
『確かな学力の向上』から「家庭学習習慣の定着」「分

かる授業」「主体的課題解決」「話し合い活動」に関する項

目を選択した。 
また、『豊かな心の育成』から「将来の夢や目標」「自尊

感情」「いじめ」に関する項目を選択した。



1. 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をしま

すか。 
＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全国 全道 音更町

1時間以上 1時間未満

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

H30 R1 R2 R3 R4 R5

1時間以上 1時間未満

 　「１時間以上勉強している」という回答をした割合は、42.3％で半数を下回っている。

経年比較では、「１時間以上勉強している」という回答は３年間で徐々に減ってきてお

り、前回より 0.5 ポイント低くなった。なお、音更町６年生児童の 350 人中 37.1％（130
人）が、勉強時間を「３０分以上、１時間より少ない」と回答している。

 

 「１時間以上勉強をしている」という回答をした割合は、57.1％で全国より 8.7 ポイン

ト下回っている。また、全体の 23.4％が「２時間以上、3 時間より少ない」と回答し、全

道値を上回った。経年比較では、「１時間以上勉強をしている」と回答した割合が、50% を
超える水準は維持しているものの、減少傾向にあり、前回より 12.9 ポイント減っている。 

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】
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2. 算数・数学の授業の内容は、よく分かりますか。 
※グラフの「分かる」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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 「分かる」と回答した割合は、78.3％で全国より 2.9 ポイント、全道より 0.9 ポイント

下回った。経年比較では、H30 年度から「分かる」の回答率が 80%を超え、高い水準を

維持してきたが、前年度よりも 3.1 ポイント下回り、「分からない」と感じる児童が増え

ている。
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「分かる」と回答した割合は、81.8％で全国より 8.5 ポイント、全道より 10.5 ポイント

上回った。経年比較では、「分かる」の回答率が 80％を越え、70％台の高水準を維持して

きた過去５年間の中でも最も高い割合となった。 

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



3. 昨年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん

でいたと思いますか。 
※グラフの「取り組んでいた」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と回答した割合は、

79．4％で全国より 0.6 ポイント上回り、全道と同等だった。経年比較では、「取り組んで

いた」の回答率が前年度より１ポイント下回ったが、高い水準を維持している。
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 「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と回答した割合は、82％
で全国より、2.8 ポイント、全道より 3.4 ポイント上回っている。経年比較では前回を 3.8
ポイント上回り、高い水準である。 

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



4. 話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思

いますか。 
※グラフの「できている」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と

回答した割合は、83.1％で全国より 1.3 ポイント、全道より 0.7 ポイント上回った。経年

比較では、昨年度の割合を 3 ポイント上回り、80％を超える水準に達している。
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 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と

回答した割合は、81.0%で、全国を 1.3 ポイント、全道を 1.8 ポイント上回った。経年比較

では、 R３年度から「できている」の回答率は 80％台を維持している。今年度は前回を

0.1 ポイント下回ったが、高い水準であった。 

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



5. 将来の夢や目標をもっていますか。 
※グラフの「もっている」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
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＜中学校＞ 
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　「将来の夢や目標をもっている」と回答した割合は、81.1％で全道より 0.7 ポイント上

回った。経年比較では、「もっている」の回答率が H30 年度を境に少しずつだが下降して

いたが、R3 年度からは 80％台を維持している。
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 「将来の夢や目標をもっている」と回答した割合は、69．8％で全国より 3.5 ポイント、

全道より 4 ポイント上回った。経年比較では、R1 年度を境に少しずつ下降していたが、今

年度、前年度より４ポイント上回る結果となり、「将来の夢や目標をもっている」生徒の割

合が増加してきている。

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



6. 自分には、よいところがあると思いますか。 
※グラフの「ある」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
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＜中学校＞ 
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　「自分には、よいところがある」と回答した割合は、83.8％で、全国より 0.5 ポイン

ト、全道より 2.7 ポイント上回っている。経年比較では、「ある」の回答率が今回は

83.8%で、前回を 6.9 ポイント上回っており、R３年度から年々、上昇してきている。
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 「自分には、よいところがある」と回答した割合は、84.0%で、全国を 4 ポイント、全道

を 4.4 ポイント上回った。経年比較では、「ある」の回答率が、H30 年度を境に少しずつ下

降してきていたが、今年度は前回を 7.3 ポイント上回っており、大幅に上昇している。

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



7. いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 
※グラフの「思う」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
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＜中学校＞ 
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 　「いじめはどんなことがあってもいけないこと」と回答した割合は、98.0%であり、全

国より 1.1 ポイント、全道より 0.9 ポイント上回っている。経年比較では、「思う」の回

答率が 98.0％と今年度は前回とおよそ同等の数値となり、100%が目前の高い水準を維持

している。
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 「いじめはどんなことがあってもいけないこと」と回答した割合は、96.2％で全国・全

道の割合の 95.5％を若干上回っている。経年比較では、「思う」と回答した割合が前回を下

回る数値を示しているが、いじめに対する認識が高い水準を維持している。

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】



8. 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。 
※グラフの「している」は、「している」・「ときどき、している」の合計 

＜小学校＞ 
 

＜中学校＞ 
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　「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した割合は、76.0％で、全国より

5.3 ポイント、全道より 1.5 ポイント上回った。経年比較では、「している」の回答率が

76%で、前回を 4.2 ポイント上回り、H30 年度から 70%台の割合を維持している。
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 「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した割合は、60.2%で、全国・全道

より約 5 ポイント高い結果となった。経年比較では、「している」の回答率が前回を 6.5 ポ

イント下回り R3 年度を境に下降傾向が続いているが、H30 年度より 60%をほぼ上回る数

値を維持している。

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】

【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】


